






要約：不妊症婦人は、いろいろな精神的悩みを内蔵しているものと推測される。このよう

な婦人か幸いにして妊娠に至った場合、その母性形成かどのような状態にあるかについて

検討した。対照正常初妊婦群との比較において、不妊症群(不妊症治療後妊婦)、IVF-ET

群(IVF-ET 後妊婦)では、妊娠中に母性理念と対児感情の促進傾向かみられるか、産褥期

ではこの傾向かみられず、むしろ低下した傾向にあった。マタニテイ・ブルーズについて

は、不妊症群、IVF-ET 群はハイリスクであることか示され、また、マタニテイ・ブルー

ズの比率も高かった。以上から、IVF-ET を含む不妊症治療後の妊娠婦人では、その健全

な母性形成のために、  なんらかのエモーショナル・サポートの必要性か示唆された。


